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８月15日、村民会館を会場に「第54回関

川村成人式」が行われました。

今年の該当者は、1987年度（昭和62年度）

生まれの75人。そのうち63人が式典に出席

しました。

式典では、平田大六村長が「成人を迎えた

皆さんが村内外で活躍することを期待してい

ます」とお祝い。その後、駒沢裕輝さん（下

関）が代表して謝辞を述べました。

式典終了後は、成人式実行委員の皆さんが

用意した、中学生時代の恩師からのビデオレ

ターを放映。成人した皆さんは懐かしさをか

みしめていました。
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9月15日は
敬 老 の 日

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

今
回
は
、
村
の
長
寿
番
付
と
し

て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
二
十
人

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
村
の
総
人
口
は
六
千
九

百
二
十
八
人
（
七
月
末
現
在
）。
そ

の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

二
千
三
百
六
十
二
人
で
、
全
体
の

三
四
・
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

十
五
日
の
敬
老
の
日
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
日

ご
ろ
の
感
謝
を
伝
え
、
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

女　　　性

村の長寿者番付
（８月25日現在。敬称略）

男　　　性

氏　　名 氏　　名集落名 集落名年齢

山　口　コ　ノ 上土沢 102

渡�邉　チ　エ 小和田 101

高�橋　ミ　イ 金　俣 100

佐　藤　信　江 深　沢 100

平　田　フ　ク 小　見 99

横　山　ト　メ 上新保 99

大　島　サ　ク 上野新 99

小　澤　タ　メ 平内新 98

伊　藤　ミドリ 沼 97

奥　村　サ　ワ 大　島 97

須　貝　ト　ヨ 大　島 97

高　橋　サ　キ 蛇　喰 96

渡　邉　ヨ　シ 打　上 95

近　　　ミ　ネ 宮　前 95

山　口　キ　ヨ 蛇　喰 96

五十嵐　フ　ミ 上川口 96

井　深　ア　サ 大　島 95

大　島　リ　イ 上野新 94

中　束　キ　ク 蕨　野 94

青　塚　あ　い 松　平 96

＊長寿者本人または家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。

年齢

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

八　幡　安　治 高　瀬97

米　野　佐　一 小　見96

高�橋　喜　作

横　山　丑 蔵

和　田　忠　吾

横　山　森之介

佐　藤　寅　治

高　橋　榮　吉

伊　藤　茂　治

石山　庄左エ門

渡　邉　鉄　雄

大　石96

久　保95

勝　蔵94

久　保94

朴　坂94

大　石93

大　島93

朴　坂93

下　関92

佐　藤　伴　治 下　関92

傳　　　與之吉 大　島92

樋　口　忠太郎 下　関92

市　井　茂　七 山　本91

伊　藤　正　五 下　関91

高橋　重右エ門 蛇　喰91

井　上　二　郎 上土沢91

近　　　　　清 宮　前91

伊　藤　末　吉 沼91

駒　沢　チャウさん

（鍬江沢・86歳）

毎
日
が

楽
し
く

充
実

猫
ち
ぐ
ら
の
会
の
作
り
手
で
は
、

最
高
齢
の
駒
沢
チ
ャ
ウ
さ
ん
。

毎
朝
五
時
に
起
き
て
仏
壇
に
水

を
上
げ
「
今
日
も
一
日
無
事
で
、

元
気
に
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
、

手
を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
駒
沢
さ

ん
の
一
日
が
始
ま
る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
は
畑
へ
行
き
、
読
書
や
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
そ
し
て
午
後
か
ら

は
猫
ち
ぐ
ら
作
り
が
始
ま
り
ま
す
。

猫
ち
ぐ
ら
は
、
作
り
始
め
て
か

ら
二
十
四
年
に
な
る
そ
う
で
、

「
�
成
せ
ば
成
る
、
成
さ
ね
ば
成

ら
ぬ
、
何
事
も
�
と
、
い
つ
も
思

い
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
手
の

力
が
弱
く
な
り
ま
し
た
が
、
工
夫

し
な
が
ら
作
っ
て
い
る
の
で
と
て

も
楽
し
い
で
す
よ
」
と
、
ラ
ジ
オ

を
聴
き
な
が
ら
、
毎
日
製
作
に
励

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
読
書
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
、
「
こ
れ
か
ら
天
璋
院
篤
姫

（
宮
尾
登
美
子
）
を
読
も
う
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
、
意
欲
的
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

健
康
の
秘
訣
は
？
と
の
質
問
に

「
多
く
の
趣
味
を
長
く
続
け
る
こ

と
が
一
番
楽
し
い
で
す
。
そ
れ
が

健
康
の
秘
訣
で
し
ょ
う
か
ね
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

”

“
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「「長長寿寿医医療療制制度度（（後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度））」」ののおお知知ららせせ
VVooll ..３３ 保保険険料料のの計計算算ににつついいてて

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に関する問い合わせ先　　健康福祉課福祉保険班　 ６４－１４７２

★保険料額はどのように計算するのですか？★

保険料額は、平成１９年中の総所得金額をもとに、個人

単位で計算されます。

保険料は「所得割額」と「均等割額」の合計となります。

『所得割額』…加入者の所得に応じて決まります。

『均等割額』…加入者一人あたり３５，３００円を等しく負担します。

【保険料の軽減制度】

所得の低い世帯の方や、制度加入前日において被用者保険（会社の健康保険）の被扶養者だった方を対象とした

軽減制度があります。対象となる方は、申請することなく保険料額が軽減されます。

◎所得の低い世帯の方への軽減

・均等割額の軽減…加入者と世帯主（加入者でない方含む）の

所得状況により、２・５・８．５割の軽減

・所得割額の軽減…加入者個人の所得状況により、５割の軽減

◎制度加入前日において被用者保険の被扶養者だった方への軽減

・均等割額が９割の軽減、所得割額はかかりません。

★還付金詐欺にご注意ください★

医療費や保険料に納め過ぎがあるため還付（返金）したいという電話で、銀行やスーパーの現金自動預払機（Ａ

ＴＭ）を操作させ、口座振替により現金をだましとる還付金詐欺事件が発生しています。

医療費や保険料を還付（返金）する際には、現金自動預払機（ＡＴＭ）を操作いただくことは一切ありませんの

でご注意願います。

不審な電話があった場合は、落ち着いて対応しましょう。

還付手続きを装った振り込め詐欺の手口とは？

�電話で税務署や社会保険事務所等をかたり、税金や医療費の還付（返

金）があるので、スーパーやコンビニの現金自動預払機（ＡＴＭ）に

着いたら、電話するように指示する。

�電話からの指示により、現金自動預払機（ＡＴＭ）を操作させ、犯人

の口座に入金する操作をさせる。

防犯のポイントは？

◇すぐに振り込まない　⇒　必ず、家族や友人に直接確認しましょう。

◇一人で振り込まない　⇒　不審に思ったら、警察に相談しましょう。

保保険険料料

（（年年額額））
＝ ＋

所得割額 均等割額

（前年中の総所得金額
－基礎控除額33万円）
×所得割率7.15%

１人当たり

35 ,300円

○ １ 

○ ２ 
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いじめ根絶関川村民集会
八
月
九
日
、
関
川
中
学
校
を
会
場
に
「
い
じ
め
根
絶
関
川
村
民
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
じ
め
根
絶
に
い
が
た
県
民
会
議
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
い
じ
め
根
絶
ス
ク
ー
ル
集
会
の
開
催
を
通
し
て
、
児

童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
い
じ
め
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
定
着
さ
せ
る

と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
い
じ
め
を
許
さ
な
い

社
会
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
教
育
委
員
会
の
主
催
で
今
年
初
め
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

当日は、村内小学校４年生以上の児
童と中学校生徒のほか教育関係者や一
般の方など約４５０人が参加。
集会では、司会などを含めすべて子

どもたちが主体で進行。各学校でのい
じめ問題への取り組み発表やグループ
協議などが行われました。
また、いじめ根絶標語の入選者を表

彰したほか、「いじめ根絶関川っ子宣
言」を朗読し、参加者全員がいじめ問
題に向けて意識を高めました。

関川中学校生徒によるモデルロール（寸劇）

各
学
校
で
の

様
々
な
取
り
組
み

◇
関
小
学
校

六
月
に
各
学
年
で
話
し
合
い
を

行
っ
て
、
い
じ
め
根
絶
標
語
を
作

り
校
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
五
・
六
年
生
の
代
表

に
よ
る
い
じ
め
ゼ
ロ
委
員
会
を
作

っ
て
「
い
じ
め
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
集

会
」
を
十
月
に
実
施
し
ま
す
。
全

校
ア
ン
ケ
ー
ト
で
原
因
な
ど
を
調

査
し
、
い
じ
め
を
な
く
せ
る
よ
う

全
校
で
話
し
合
い
ま
す
。

◇
土
沢
小
学
校

六
月
に
「
い
じ
め
根
絶
全
校
集

会
」
を
実
施
。
全
校
の
み
ん
な
と

も
っ
と
仲
良
く
な
ろ
う
と
、
縦
割

り
班
で
考
え
た
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
じ
め
を
な
く
そ
う
と
、

い
じ
め
根
絶
標
語
を
一
人
ひ
と
り

考
え
、
校
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
じ
め
が
な
く
な
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
安
角
小
学
校

心
と
心
を
つ
な
ぐ
あ
い
さ
つ
に

力
を
入
れ
て
い
て
、
四
月
に
気
持

ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
全
校
で
学

習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
休
み
に

全
校
で
遊
ぶ
会
を
定
期
的
に
計
画

し
て
、
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

六
月
に
は
い
じ
め
に
つ
い
て
考

第
一
回
　
い
じ
め
根
絶
関
川
村
民
集
会

学
校
・
家
庭
・
地
域
一
体
で

い
じ
め
を
許
さ
な
い

各学校での取り組みを発表

え
よ
う
と
、
劇
を
発
表
。
そ
の
後

に
感
想
を
発
表
し
全
校
で
い
じ
め

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

◇
女
川
小
学
校

六
月
に
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
そ
の
結
果
、
言
葉
づ
か

い
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
全
校
で
話

し
合
う
「
な
か
よ
し
会
議
」
を
開

き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
あ
だ
名

や
心
を
傷
つ
け
る
「
チ
ク
チ
ク
言

葉
」、
勇
気
や
元
気
が
出
る
「
ウ
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キ
ウ
キ
言
葉
」
に
つ
い
て
各
学
年

の
代
表
が
作
文
を
発
表
し
、
い
じ

め
に
つ
い
て
考
え
合
い
ま
し
た
。

◇
川
北
小
学
校

い
じ
め
を
な
く
そ
う
と
高
学
年

は
標
語
、
低
学
年
は
ポ
ス
タ
ー
を

作
っ
て
校
内
に
掲
示
。
ま
た
、
作

文
週
間
と
し
て
い
じ
め
に
つ
い
て

作
文
を
全
校
が
書
き
、
代
表
者
が

発
表
し
ま
し
た
。

六
・
七
月
の
生
活
目
標
を
「
見

子
ど
も
た
ち

み
ん
な
で
考
え
る

関
川
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
に

よ
る
モ
デ
ル
ロ
ー
ル
「
ゴ
ミ
箱
の

方
が
、
本
当
に
マ
シ
？
」
と
い
う

学
校
で
の
い
じ
め
を
、
寸
劇
で
問

題
提
起
。
そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り

が
意
見
な
ど
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

記
入
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
協
議
は
、

中
学
生
か
ら
小
学
生
ま
で
、
十
の

縦
割
り
班
に
分
か
れ
て
実
施
。
中

学
生
が
司
会
・
書
記
役
を
務
め
て

進
行
し
、
い
じ
め
に
つ
い
て
「
ど

う
思
っ
た
か
」
「
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
」
「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」

を
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
協
議
の
内
容

は
全
体
集
会
で
発
表
し
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

いじめをみんなで考え合ったグループ協議

実
行
委
員
長

あ
い
さ
つ

金
子

翔
さ
ん

（
関
川
中
学
校
３
年
・
高
瀬
）

今、社会で問題になっている「いじめ」。
いじめを防ぐには、どういったことが

いじめにつながるかをハッキリと知らな
いといけません。また、防ぐ方法をしっ
かりと持たないといけません。私たちの
力で、その力を合わせていじめを無くし
ましょう。
今日、この会でいじめというものを深

く知り、どうすれば防げるかを学び、い
じめを無くしたいという一人ひとりの気
持ちが高まれば、それ以上のことはあり
ません。しっかりとした意欲をもって参
加しましょう。 （原文の一部を掲載）

いじめ根絶標語入選作品 ＊敬称略

・やめようよ　自分がされていやなこと　　佐藤　杏太（５年・安角）

・仲良くし　友だちも　えがおも　ふやそうよ

女川小４年生一同

・出そうよ「やめて」と言う勇気　　　　　田村　達朗（４年・高田）

・見逃すな　身の回りでの　そのいじめ　　船山ひとみ（２年・沼）

『いじめ根絶関川っ子宣言』
いじめは絶対にしてはいけない行為です。

みんなが安心して過ごせる学校・関川村をつくるために、わたした

ちは次のことを宣言します。

一　相手の気持ちを考えて行動します

一　目の前で起きているいじめを決して許しません

一　いじめは「悪い」と言う勇気をもちます

一　自分の命もみんなの命も大切にします

一　友だちと仲良くし、いじめのない関川村にします

一　関川っ子全員は、この決意を心に刻みます

この宣言をいつも心にもち続けて、まわりに呼びかけ、いじめを根

絶させる仲間を増やしていきましょう。そして、学校から、関川村か

ら、この社会からいじめをなくすために努力していくことをここに誓

います。

つ
け
よ
う
友
だ
ち
の

い
い
と
こ
ろ
」
と
し

て
、
友
だ
ち
に
優
し

く
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◇
関
川
中
学
校

昨
年
度
に
「
い
じ

め
に
立
ち
向
か
お
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
全
校
で
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
考
え
た

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
や
分
析
、
各
学

級
で
の
活
動
な
ど
、

一
年
間
を
通
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
の
全

校
集
会
に
は
村
内
の

六
年
生
児
童
も
参

加
。
各
学
級
の
発
表

な
ど
を
行
い
、
い
じ

め
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
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村のわだい TOP I CS

夏夏夏夏ままままつつつつりりりり

八
月
二
日
、
「
土
沢
小
学
校
夏

ま
つ
り
」
が
土
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
霧
出
地
区
の

子
ど
も
や
保
護
者
、
地
域
の
方
、

霧
出
地
域
が
一
体
に

「
土
沢
小
学
校
夏
ま
つ
り
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
元
消
防
団
員
な
ど
約

三
百
人
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
沢
小
学
校
庭
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
子
ど
も
が
共
に
楽
し
も
う
と
、

小
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
霧
出
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
主
催
し
た
も
の
で
、
昨

年
に
続
い
て
二
回
目
。

前
半
の
子
ど
も

の
部
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
こ
れ
ま

で
練
習
し
て
き
た

剣
舞
の
披
露
や
幾

地
集
落
の
お
囃
子

に
よ
る
盆
踊
り
、

出
店
な
ど
を
実
施
。

ま
た
、
霧
出
地
区

体
育
協
会
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、
焼
き

そ
ば
や
そ
ー
め
ん
、

か
き
氷
な
ど
が
参

加
者
全
員
に
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

黒
木
健
さ
ん

（
六
年
・
山
本
）

は
「
学
校
閉
校
ま
で
あ
と
二
年
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
楽
し
め
る
行
事

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
で
す
」

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

後
半
の
大
人
の
部
で
は
、
霧
姫

太
鼓
の
披
露
や
大
島
・
上
土
沢
・

幾
地
集
落
の
お
囃
子
に
よ
る
盆
踊

り
も
行
わ
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
庭
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
子
ど

も
と
地
域
の
方
が
一
体
と
な
っ
て

夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

訪
れ
て
い
た
女
性
の
方
は
「
地

域
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
け
ば
い
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
盛
況
！
お
お
い
し

ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り

〜
ダ
ム
の
内
部
見
学
も
〜

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
に
あ
わ

せ
て
、
七
月
二
十
六
日
、
「
お
お

い
し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り
」
が
大
石

ダ
ム
湖
畔
県
民
休
養
地
で
開
か
れ
、

大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
、
木
工
教

室
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
関
川
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
龍
泉
太

鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
子
ど
も
た

ち
に
人
気
の
あ
っ
た
の
が
、

ダ
ム
湖
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
。

後
藤
陽
菜
子
さ
ん
（
四

年
・
村
上
市
）
は
「
初
め

て
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
最
初
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
と
て
も
面
白
い
で

す
」
と
、
ダ
ム
湖
で
の
爽

快
な
カ
ヌ
ー
体
験
に
満
足

気
な
表
情
で
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

大
石
ダ
ム
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
「
ダ

ム
内
部
見
学
会
」
も
あ
わ

せ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

管
理
支
所
職
員
の
案
内
で

地
下
百
�
ま
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
し
て
降
り
、

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
内
部
を
見
学
し
、
ダ
ム
の
仕

組
み
を
学
び
ま
し
た
。
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自治功労者
表 彰 式

８月１日　村民会館

永
年
村
政
の
発
展
の
た
め
に
尽

く
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る

「
自
治
功
労
者
表
彰
式
」
が
、
八

月
一
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
平
田
大
六
村
長
が

「
皆
さ
ま
は
、
村
政
発
展
の
た
め

永
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
村
の
発
展
の
た
め
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指
導
を
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」

と
、
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
吉
田

明
雄
さ
ん
（
下
関
）

が
「
こ
の
よ
う
な

表
彰
を
い
た
だ
き

身
に
あ
ま
る
光
栄

で
す
。
受
賞
を
契

機
に
一
層
明
る
い

地
域
づ
く
り
の
た

め
精
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

自治功労者表彰には、２３人の皆さんが選ばれました

自
治
功
労
者
表
彰
は
、
自
治
の

発
展
や
振
興
、
教
育
・
文
化
の
向

上
、
村
民
福
祉
の
増
進
な
ど
に
尽

く
さ
れ
た
方
々
や
団
体
を
対
象
に
、

村
が
二
年
に
一
度
表
彰
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
八
月

一
日
号
「
広
報
せ
き
か
わ
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

大
好
き
！

お
お
い
し
・
せ
き
か
わ

〜
水
源
地
域
の
活
性
化
で
表
彰
〜

大
石
集
落
住
民
で
組
織
し
て
い

る
「
大
好
き
！
お
お
い
し
・
せ
き

か
わ
（
高
橋
市
太
郎
会
長
）」
が
、

第
六
回
花
・
人
・
み
ど
り
の
水
源

地
域
活
性
化
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
森
と
湖
に
親
し
む
旬

間
全
国
行
事
実
行
委
員
会
が
、
水

源
地
域
活
性
化
の
た
め
に
主
体
的

か
つ
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
や
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
。

同
会
で
は
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や

ア
ヤ
メ
な
ど
の
植
栽
活
動
や
、
月

夜
平
ブ
ナ
林
探
訪
ツ
ア
ー
、
お
お

い
し
・
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
自
然
環
境
を
利
用
し

た
活
動
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

高
橋
市
太
郎
会
長
は
「
大
石
に

あ
る
自
然
を
、
参
加
し
て
く
れ
る

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん

で
い
き
た
い
で
す
」
と
、
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ゆ
〜
む
入
館
者

190
万
人
達
成

桂の関温泉ゆ～むの入館者が、

８月１４日、１９０万人に達しました。

１９０万人目に来館した幸運な方は、

小林由長さん（東京都中野区）。小林

さんは、「実家が村上市で帰省する

たびに、ゆ～むを利用しています。

とても嬉しいです」と、思わぬプレ

ゼントににっこりでした。 「大石川源流と月夜平ブナ原生林
探訪会」のようす（５月２４日）
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県大会出場

で大健闘

消防団第６分団（九ケ谷地区）

第
五
十
九
回
新
潟
県
消
防
大

会
・
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
八
月

三
日
、
十
日
町
市
を
会
場
に
し
て

開
か
れ
、
村
上
市
岩
船
郡
を
代
表

し
て
出
場
し
た
村
の
第
六
分
団
が

大
健
闘
し
ま
し
た
。

第
六
分
団
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
出
場
。
地
元
集
落
や
消
防
団
な

ど
か
ら
駆
け
つ
け
た
約
八
十
人
の

大
応
援
団
の
声
援
に
こ
た
え
、
連

日
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
。
成
績

は
参
加
十
八
チ
ー
ム
中
、
第
七
位

と
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
し
た
も
の

の
、
出
場
し
た
五
人
の
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
満
足
気
な
表
情
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
団
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
家
族
の
皆
さ
ん
、
長

期
間
の
練
習
や
応
援
、
た
い
へ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

県消防大会に出場した選手の皆さん
（敬称略）

菅原　健（片貝）・菅原将之（片貝）・伊藤祐太

（沼）・新野太一郎（金丸）・伊藤浩昭（聞出）

新
潟
高
校
水
泳
部
が
夏
季
合
宿

八
月
一
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日

程
で
、
新
潟
高
校
水
泳
部
が
関
川

村
で
夏
季
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

合
宿
は
、
同
校
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
の

平
田
大
六
村
長
が
学
校
へ
提
案
し

た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
、

今
年
で
三
年
目
。

部
員
の
皆
さ
ん
は
村
内
の
旅
館

に
宿
泊
し
な
が
ら
、
関
小
学
校
隣

の
村
営
プ
ー
ル
で
午
前
と
午
後
の

二
回
に
分
け
て
練
習
。
九
月
に
は

大
会
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
練
習
量
は
一
日
約
一
万
�
を

泳
ぐ
ハ
ー
ド
な
も
の
。

部
員
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
関
川

村
で
合
宿
す
る
の
が
楽
し
み
と
の

こ
と
で
、
部
長
の
木
村
健
太
さ
ん

は
「
水
が
冷
た
く
て
と
て
も
泳
ぎ

や
す
い
で
す
。
関
川
村
は
最
高
で

す
」
と
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間
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着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

シートベルト

着用強調月間

9月21日～

9月30日秋の全国交通安全運動
～ 思いやる 気持ちで走る 秋の道 ～

～カチッとベルト

パーフェクト運動～

９月１日～９月30日まで

シートベルト及びチャイルド
シート着用の必要性を認識し、
正しく着用
して被害の
防止・軽減
を図るとと
もに、安全
運転に努め
ましょう。

夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なる時期に交通事故が多発する
ことから、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルー
ルの尊守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通
事故防止の徹底を図ることを目的としています。

○ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用

の徹底

○ 高齢者の交通事故防止

○ 夕暮れ時と夜間の歩行中・

自転車乗用中の交通事故防止

○ 飲酒運転の根絶

運動の重点

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
９月30日（火）は「交通事故死ゼロを目指す日」
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平成22年3月末まで 関小学校の通学路が変更されます統合小学校建設工事のため

↓
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～
平成22年４月開校の統合小

学校建設工事のため、通学路を

変更します。事故のないよう、

ご注意ください。

期　間 平成22年３月末まで

問い合わせ先

学校教育課　� 6 4 － 1 4 9 1

写真は、２００３年の「咲いたまつり」でのパレードのようす

【参加日程】

05：00 貸切バスで役場を出発

11：00 さいたまスーパーアリーナ到着

昼食

12：00～16：00 パレード（８～10分）

16：30～19：00 イルミネーションパレード（屋外）

19：00 貸切バスでさいたま市を出発

夕食

00：00 関川村役場到着（解散）

お申し込みは

9月16日（火）までに各集落の区長さんへ
詳しくは全戸配布チラシ（申込書）をご覧ください。

10月12日（日）＊日程は右のとおり

さいたまスーパーアリーナ（周辺）

大蛇担ぎ手（中学生以上） 130人

※見学のみの方はご遠慮願います。首都

圏にお住まいの村出身者の方も参加で

きますが申し込みが必要です。

無　料（昼食・夕食は準備します）

総務課企画財政班　�６４－１４７６

１０月１２日（日）に同時開催される、「さいたま
市民まつり・咲いたまつり２００８」と「日本の
まつり」に、村の大したもん蛇パレードが招待
されました。
当日は、さいたまスーパーアリーナを会場に

全国の有名な地域伝統芸能が一同に会して競演
する全国規模の一大イベントです。
勇壮な大したもん蛇パレードをさいたま市で

再現することで、交流を促進し、村を活性化さ
せるお手伝いをしていただけませんか。

と　　き

と こ ろ

募集人員

参 加 費

お問合せ

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

大したもん蛇パレード in さいたま

咲いたまつり2008・日本のまつり

担担担担ぎぎぎぎ手手手手大大大大募募募募集集集集 !!!!!!!!
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健健健健康康康康せせせせききききかかかかわわわわ22221111

いきいきライフいきいきライフ

越後下関駅から東京駅までの３９４kmにチャレ
ンジしませんか？
１kmごとに印をつけ、完走・完歩した方には

完走証とカラータオルを贈呈します。
＊歩いて健康！大したもん蛇コースは全長５km。
毎日歩くと７９日間でゴールできます。

村では、ウォーキングにもっと親しんでもらお
うと４月にモデルコースを作りました。
このほど、コース名が「歩いて健康！大したも

ん蛇コース」に決定しました。
コースは清流・荒川沿いで四季の移ろいを感じ

ながら手軽にウォーキングが楽しめる、全長５km。
気持ちの良い汗を流して、健康づくりに取り組

みましょう。

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

「歩いて健康！
大したもん蛇コース」に決定

カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります
カードは
村民会館にあります

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

あわせてチャレンジしよう!!
ジョギング＆ウォーキングカード

Te l l：告げる 「あなたのことを心配しています」

と、はっきり言葉に出して伝える。

Ask：尋ねる 死にたい気持ちがあるのか、はっ

きりと尋ねる。真剣に対応するな

ら、それを話題にしても危険では

ない。むしろ自殺予防の第一歩。

L i s t en：聴く 絶望的な気持ちを真剣に傾聴する。

（共感、ともに苦悩を担う）

Keep  s a f e：安全を確保する

危ないと思ったら、その人を決し

て一人にしない。安全を確保した

うえで、必要な対処を行う。（専門

家への紹介など）

自殺のリスクが高いと思われる人に対して

「ＴＡＬＫ」の原則 ＊日本医師会自殺予防マニュアル

「
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
」

新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

わ
が
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
十

年
に
三
万
人
を
超
え
、
そ
れ
以
降
、

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
十
八
年
十

月
に
「
自
殺
対
策
基
本
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
に
お
け
る
平
成
十
九
年

の
自
殺
者
数
は
八
百
二
十
七
人
で
、

人
口
十
万
人
当
た
り
の
自
殺
に
よ

る
死
亡
率
は
四
三
・
四
と
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
六
位
に

位
置
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
村

上
・
岩
船
地
域
で

は
、
こ
の
新
潟
県

の
高
い
自
殺
率
を

さ
ら
に
上
回
る
現

状
に
あ
り
、
特
に

四
十
〜
六
十
五
歳

の
男
性
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者

に
よ
る
自
殺
が
多

く
な
っ
て
い
ま

す
。新

潟
県
で
は
九

月
十
日
の
「
世
界

自
殺
予
防
デ
ー
」
に
関
連
し
、
九

月
を
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

と
し
て
、
自
殺
予
防
や
自
死
遺
族

に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
な
ど
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
殺
を
自
分
た

ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
、

自
分
自
身
の
心
の
健
康
、
身
近
な

人
た
ち
の
心
の
健
康
に
目
を
向
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
　
　
　
　
◇

県
で
は
「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
九
月
二

十
日
、
新
潟
テ
ル
サ
（
新
潟
市
）

で
開
催
し
ま
す
。
俳
優
・
竹
脇
無

我
さ
ん
の
講
演
会
（
自
死
遺
族
と

し
て
）
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
村
上
地
域
振
興

局
健
康
福
祉
部
と
共
催
し
、
「
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
の
原
則
」
や
自
殺
の
原
因

と
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、

う
つ
病
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
全

体
で
自
殺
予
防
を
考
え
る
研
修
会

を
十
二
月
頃
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
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講講講講

座座座座

�４９

薬
に
関
す
る
疑
問
「
副
作
用
と
そ
の
予
防
」

県
立
坂
町
病
院
　
小
児
科

石

塚

利

江

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
一
階
　
�
六
四
―
一
四
七
三 １５

小
児
期
に
は
三
十
八
度
以
上
の

発
熱
に
伴
っ
て
、
痙
攣
（
熱
性
痙

攣
）
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
で
は
百
人
に
七
人
か
ら
八

人
と
多
く
、
約
八
〇
％
は
三
歳
ま

で
に
起
き
ま
す
。

薬
は
人
に
よ
っ
て
目
的
と
す
る

作
用
以
外
に
好
ま
し
く
な
い
作
用

（
副
作
用
）
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
痙
攣
・
異
常
行

動
・
興
奮
と
の
関
係
で
、
よ
く
質

問
さ
れ
る
薬
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

１．

テ
オ
フ
ィ
リ
ン

気
管
支
喘
息
の
治
療
薬
と
し
て

歴
史
の
あ
る
薬
。
小
児
科
で
も
幅

広
く
使
用
さ
れ
る
重
要
な
薬
で
す
。

副
作
用
と
し
て
は
特
に
発
熱
時

に
吐
き
気
・
食
欲
が
な
い
・
興

奮
・
寝
つ
き
が
悪
い
・
ま
れ
に
痙

攣
が
あ
り
ま
す
。

�
熱
性
痙
攣
や
て
ん
か
ん
等
の
痙

攣
素
因
の
あ
る
お
子
さ
ん

�
乳
幼
児
（
三
歳
以
下
）

�
発
熱
時

�
感
染
症
が
あ
る
場
合

�
他
の
薬
を
内
服

な
ど
の
場
合
は
、
テ
オ
フ
ィ
リ
ン

の
使
用
に
慎
重
な
注
意
が
必
要
で

す
。
主
治
医
の
先
生
の
指
示
を
守

っ
て
内
服
し
ま
し
ょ
う
。

２．

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

市
販
の
風
邪
薬
な
ど
に
も
含
ま

れ
て
い
る
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
と
花

粉
症
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど

に
処
方
さ
れ
る
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
作

用
を
有
す
る
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
単
独
で
は
痙

攣
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
低
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
痙
攣
を
引

き
起
こ
す
閾
値
を
下
げ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

�
熱
性
痙
攣
や
て
ん
か
ん
等
の
痙

攣
素
因
の
あ
る
お
子
さ
ん

�
乳
幼
児
（
三
歳
以
下
）

で
は
、
慎
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。

主
治
医
の
先
生
と
相
談
し
て
内
服

し
ま
し
ょ
う
。

３．

タ
ミ
フ
ル

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
で
す
。

十
歳
代
の
小
児
が
タ
ミ
フ
ル
服

用
後
に
異
常
行
動
・
意
識
障
害
を

起
こ
し
て
新
聞
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ミ
フ
ル
内
服
と
の
因
果
関
係

は
明
確
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

完
全
に
否
定
す
る
こ
と
も
困
難
と

の
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
は
昨
年

三
月
か
ら
『
十
歳
代
の
小
児
に
は

原
則
と
し
て
使
用
差
し
控
え
』
の

注
意
勧
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
平

成
二
十
年
の
厚
労
省
研
究
班
報
告

で
は
、
タ
ミ
フ
ル
内
服
と
異
常
行

動
と
の
関
連
は
検
出
出
来
ず
、
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
『
使
用
差

し
控
え
』
勧
告
の
変
更
は
現
時
点

で
は
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

認
知
症
の
支
援
体
制

■
認
知
症

全
国
的
に
増
え
て
い
る
認
知
症
。

関
川
村
で
も
高
齢
者
の
約
七
・

五
％
が
認
知
症
の
な
ん
ら
か
の
症

状
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
介
護
認
定
を
受
け

る
原
因
で
は
、
脳
梗
塞
の
次
に
多

い
の
が
認
知
症
で
す
。

認
知
症
と
は
、
脳
の
神
経
細
胞

が
病
気
に
な
り
、
記
憶
や
物
事
を

判
断
す
る
能
力
（
認
知
能
力
）
が

低
下
し
た
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、

本
人
や
家
族
に
も
生
活
上
で
の
困

り
ご
と
が
増
え
て
き
ま
す
。

■
認
知
症
に
対
し
て
の
村
の
事
業

�
本
人
・
家
族
に
対
し
て
「
認
知

症
療
養
相
談
会
」
「
認
知
症
者

を
介
護
す
る
家
族
の
集
い
」

�
住
民
に
対
し
て
「
認
知
症
予
防

講
演
会
」
「
広
報
」
「
地
域
の

茶
の
間
で
の
健
康
講
話
」

�
介
護
従
事
者
に
対
し
て
「
個
別

ケ
ー
ス
の
支
援
」
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
指
導
監
査
」

�
医
療
関
係
者
に
対
し
て
「
か
か

り
つ
け
医
と
の
連
携
」
「
専
門

医
へ
の
紹
介
」

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
が
家
族
や
地
域
に
浸
透
し
て

い
な
い
の
も
事
実
で
す
。
認
知
症

は
「
歳
の
せ
い
」
と
思
わ
れ
て
い

た
り
「
恥
ず
か
し
い
こ
と
」
と
隠

し
て
い
た
り
す
る
家
族
も
い
ま
す
。

■
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
関
川
村
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
た
め
に

認
知
症
の
方
に
話
を
聞
く
と
、

ず
っ
と
家
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う

返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
ほ
か
に
、
今

年
度
、
地
域
で
の
暮
ら
し
の
応
援

者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養

成
し
ま
す
。

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
病
気
の
ひ
と
つ
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
「
私
は
私
」
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
が
認
知
症
を
理
解
し
、

本
人
を
大
切
に
し
た
温
か
い
見
守

り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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１２広報せきかわ　2008・９月号

学 習

い
き

い
き
学習 のびのび

ス
ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室

夏休みはたくさんの方に利用していただきました。これからも皆さんのご利用をお待ちしております。

あちらこちらで風に乗る赤トンボの姿を見かけるようになりました。秋ですね。

図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「そうか、もう君はいないのか」
城山　三郎 著／914シ

「生涯、明るさを失わなかった妻よ、

君は天から舞い降りた妖精だった…」。

昨春、少年のような微笑みを浮かべて

逝った著者が残した感涙の手記。

「ぼちぼち　いこか」
セイラー 作　Ｅグ

重量級のかばくんは、自分が何になれる

か考えます。でもことごとく…。セリフが

関西弁の一風変わった絵本ですが、とって

も楽しい絵本です。ぜひ読んでみてね！

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … 13(土)、28(日)

大島～大石～片貝方面 … 20(土)、28(日)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなしの

世界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。家

族みんなでの参加も大歓迎！参加は無料です！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！2020日日((土土

))はは

子
ど
も
た
ち
が
集
団
生
活
を
通

し
て
、
友
だ
ち
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う

宿
泊
体
験
教
室
「
関
川
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ク
ー
ル
」
が
、
八
月
七
日
か

ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
県
少
年

自
然
の
家
（
胎
内
市
）
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

集団合宿で友だちづくり

～関川チャレンジスクール～

大
会
結
果

第
40
回

村
長
杯
野
球
大
会

今
年
は
、
五
つ
の
小
学
校
か
ら

四
・
五
年
生
の
児
童
八
十
四
人
が

参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
活
動
係
や

寝
具
係
、
生
活
係
な
ど
に
分
か
れ

て
、
集
団
生
活
を
行
い
ま
し
た
。

開
校
式
の
後
は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
友
だ
ち
づ
く
り
か
ら
開

始
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
創

作
活
動
、
き
も
だ
め
し
、
川
遊
び
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
ふ

だ
ん
家
で
は
で
き
な
い
経
験
に
、

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
い
き
い
き
。

友
だ
ち
も
大
勢
で
き
、
実
り
あ
る

体
験
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

初
参
加
の
長
宏
美
さ
ん
（
女
川

小
四
年
・
宮
前
）
は
、「
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
で
き
て
、
と
て
も
楽
し

い
で
す
」
と
、
に
っ
こ
り
で
し
た
。

■
期
日

８
月
１６
日

■
会
場

村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
結
果

優
　
勝
　
下
　
関

準
優
勝
　
女
　
川

第
３
位
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス

同
　
　
七
ケ
谷

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

参加してくれた子どもたちにはかわいいシールをプレゼント！
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あなたに直撃 �６５

広報せきかわ　2008・９月号１３

８月１５日に行われた成人式で、新成人代表

謝辞を述べた駒沢裕輝さんにお話を聞きました。

―成人を迎えた感想は？

自分も大人になったなあと実感しました。こ

れからは、さまざまな経験を積み重ね、一つひ

とつの行動に責任を持ち、立派な大人にならな

ければいけないと感じています。

―成人式に出席してみていかがですか？

普段はなかなか会えない仲間と会えたので、

本当に楽しい成人式でした。こんなに素敵な仲

間がたくさんいることをとても嬉しく思います。

―今、夢中になっているものは？

バイクに乗ることです。月に一度、下関の先

輩方と一緒に行くツーリングが一番の楽しみで

す。これからもずっと乗りつづけたいと思って

います。

―これから関川村に望むことは？

私たちの若い力を、村のためにもっと使って

いただきたいと思います。関川村がさらに住み

やすく、豊かになるには絶対に必要な力だと考

えています。私自身も何か出来ることがあるな

らば、積極的に協力していきたいです。

本

田

睦む
つ
み

さ
ん

駒

沢

裕

輝
さ
ん

（
下
　
関
）

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
第
３
位
に
輝
く

小
池
一
毅
さ
ん
（
下
関
）

八
月
三
日
、
東
京
両
国
国
技
館

で
開
か
れ
た
「
第
二
十
四
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
」
に
、
小
池

一
毅
さ
ん
（
関
小
六
年
・
下
関
）

が
出
場
し
、
六
年
生
個
人
の
部
で

見
事
第
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

小
池
さ
ん
は
「
小
学
生
最
後
の

大
会
だ
っ
た
の
で
入
賞
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

強
く
な
り
た
い
で
す
」
と
、
喜
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

小
池
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年

全
国
大
会
へ
出
場
し
、
入
賞
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「ひとごと」から

「わがこと」へ

～人権・同和問題講演会～

八
月
二
十
五
日
、
徳
島
県
の
森

口
健
司
さ
ん
（
中
学
校
教
諭
）
を

講
師
に
招
い
て
「
ひ
と
ご
と
か
ら

わ
が
こ
と
へ
」
と
題
し
た
、
人

権
・
同
和
問
題
講
演
会
が
村
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

森
口
さ
ん
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
た
い
と
、
そ
の
果
て
し

な
い
闘
い
に
生
涯
を
か
け
て
い
る

中
学
校
教
諭
。
講
演
で
は
、
自
分

の
差
別
体
験
や
子
ど
も
た
ち
と
の

積
極
的
な
か
か
わ
り
合
い
か
ら
生

ま
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
同
和
教
育

「
全
体
学
習
」
を
実
践
し
た
こ
と

の
体
験
談
な
ど
、
差
別
解
消
へ
の

道
筋
を
熱
い
思
い
で
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
百
人
の
皆
さ
ん
の

中
に
は
、
森
口
さ
ん
の
話
し
に
涙

を
浮
か
べ
な
が
ら
聞
き
入
る
姿
も

あ
り
、
人
権
に
つ
い
て
深
く
考
え
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
人
権
教

育
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
合

い
ま
し
た
。

河
川
・
海
岸
愛
護
に
関
す
る

図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

＊
敬
称
略

◇
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

鈴
木
カ
ノ
ン
（
南
中
）

優

秀

賞

渡
辺
美
里
（
小
和
田
）

佳
　
　
作

横
山
日
南
子（

上
新
保
）

入
　
　
選

佐
藤
拓
也
（
朴
坂
）

近
　
聖
太
（
宮
前
）

高
橋
勇
太
（
蛇
喰
）

大
島
佳
乃
（
上
野
新
）

前から２列目一番左が小池さん。前から
３列目右は九重親方（千代の富士）
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１４広報せきかわ　2008・９月号

日ごろの練習の成果を発揮

第36回 関川村親善水泳大会
７月29日　村民プール

○数字は順位。○は大会新記録

＊敬称略

�松田　　晶（下関） 1分09秒6

■50ｍバタフライ

�佐藤　由季（安角） 47秒0

�沢田　梨奈（大島） 54秒7

�鈴木ひかる（下関） 57秒3

�小澤　明里（小見前新田）1分07秒9
■100ｍ個人メドレー

�渡辺　　晶（下関） 1分59秒3

�長谷川夏帆（下関） 2分09秒9

―５・６年男女混合―

■25ｍ自由形

�村田　裕紀（宮前） 32秒5

�渡辺　莉央（沢） 33秒1

―リレー―

■200ｍリレー（５年）

�関小５年男子Ａ 3分19秒9

�関小５年女子Ａ 3分33秒4

�女川小５年混合 3分39秒3

■200ｍメドレーリレー（５・６年）

�関小６年男子Ａ 3分09秒3

�川北小女子 3分20秒2

�女川小男子 3分24秒7

■200ｍリレー（６年）

�関小６年男子Ａ 2分47秒2

�川北小６年女子 2分52秒6

�関小６年女子 2分53秒2

�小川　大地（下関） 1分52秒5

�秦　　遼甫（朴坂） 2分07秒2

�本間　公徳（松ヶ丘） 2分13秒5

―６年女子―

■50ｍ自由形

�沢田　梨奈（大島） 39秒9

�米野　詩織（小見） 40秒4

�田村　美樹（平内新） 40秒5

�近　　夏美（辰田新） 43秒3

�鈴木カノン（南中） 44秒0

■100ｍ自由形

�鈴木ひかる（下関） 1分33秒6

�高橋　佳織（上土沢） 1分43秒9
�渡辺　美里（小和田） 2分01秒1
�佐藤　　結（下関） 2分10秒5

�大島　佳乃（上野新） 2分18秒8
■50ｍ平泳ぎ

�山本　智夏（小見） 50秒8

�小澤　明里（小見前新田）54秒6
�米野　詩織（小見） 55秒1

�田村　美樹（平内新） 55秒4

�長谷川夏帆（下関） 1分00秒1

■100ｍ平泳ぎ

�平田　希実（下関） 1分48秒3

■50ｍ背泳ぎ

�近　　夏美（辰田新） 54秒4

�渡邉　なな（上関） 1分00秒1

�山本　智夏（小見） 1分00秒5

�渡辺　美里（小和田） 1分08秒3

�田村　健太（平内新） 40秒3

�佐藤　広樹（高田） 41秒8

■100ｍ自由形

�加藤　裕一（鮖谷） 1分46秒7

�渡辺　聖也（下関） 2分00秒9

�山口　辰幸（辰田新） 2分09秒2
�安良岡　健（上関） 2分25秒5

■50ｍ平泳ぎ

�佐藤　海輝（大島） 49秒2

�伊藤　嘉洋（聞出） 57秒7

�須貝　拓実（高田） 58秒2

�須貝　惣太（高田） 58秒6

�本間　公徳（松ヶ丘） 59秒1

■100ｍ平泳ぎ

�近　　聖太（宮前） 1分46秒6

�高井　　蓮（下関） 1分51秒2

�松田　亮太（下関） 2分12秒7

■50ｍ背泳ぎ

�小川　大地（下関） 49秒9

�高橋　勇太（蛇喰） 55秒2

�松田　亮太（下関） 1分03秒0

�齋藤　北斗（下関） 1分03秒6

■50ｍバタフライ

�小池　　俊（下関） 46秒1

�伊藤　和真（上関） 50秒2

�加藤　裕一（鮖谷） 54秒6

�阿部　岳晃（金丸） 57秒4

�渡邉　　直（南赤谷） 58秒5

■100ｍ個人メドレー

�佐藤　海輝（大島） 1分46秒9

―５年男子―

■50ｍ自由形

�加藤　一樹（下関） 45秒6

�鈴木　史昭（下関） 48秒1

�近　　　光（辰田新） 48秒7

�渡邉　光太（上関） 48秒8

�佐藤　優太（大島） 51秒1

■50ｍ平泳ぎ

�大島　壱泉（上野新） 55秒2

�近　　　光（辰田新） 1分01秒6
�伊藤　真生（辰田新） 1分03秒5
�佐藤　優太（大島） 1分09秒7

�佐藤　杏太（安角） 1分10秒4

■50ｍ背泳ぎ

�松田　昴樹（上関） 1分03秒9

�伊藤　佑斗（上関） 1分06秒4

�川村　航雅（下関） 1分20秒6

�伊藤　雅史（南中） 1分21秒4

�村田　裕紀（宮前） 1分27秒0

―５年女子―

■50ｍ自由形

�平田　里奈（松平） 42秒8

�鳥屋　夢奈（宮前） 46秒9

�磯部　彩芽（上関） 47秒5

�長野　涼夏（上土沢） 48秒0

�齋藤　柚綺（上関） 49秒4

■50ｍ平泳ぎ

�磯部　彩芽（上関） 59秒2

�高橋　尚子（大石） 59秒5

�野澤　玲奈（高瀬） 1分02秒8

�渡辺　　唯（大島） 1分03秒7

�齋藤　柚綺（上関） 1分07秒6

■50ｍ背泳ぎ

�本田知紗子（辰田新） 54秒7

�鳥屋　夢奈（宮前） 56秒8

�渡辺　　唯（大島） 58秒1

�高橋　尚子（大石） 59秒9

�長野　涼夏（上土沢） 1分02秒5

―６年男子―

■50ｍ自由形

�近　　聖太（宮前） 38秒7

�小池　　俊（下関） 39秒8

�加藤　護男（鮖谷） 40秒2

新
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広報せきかわ　2008・９月号１５

随
想
リ
レ
ー
54

先生から
先生に

お
盆
も
近
い
八
月
十
日
の
午
後
五
時
三
十
三

分
、
わ
が
家
の
ペ
ッ
ト
で
あ
る
「
ト
ラ
」
は
私

と
妻
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
静
か
に
息
を
引
き
取

っ
た
。

「
ト
ラ
」
は
推
定
年
齢
十
二
歳
以
上
の
雄
の

虎
猫
で
あ
る
。
性
格
は
至
っ
て
お
と
な
し
く
、

人
な
つ
っ
こ
い
。
名
前
を
呼
ぶ
と
、
き
ま
っ
て

「
ニ
ャ
ー
」
と
鳴
い
て
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
膝

の
上
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
り
に
来
る
、
今
は
や
り

の
癒
し
系
の
ペ
ッ
ト
猫
で
あ
っ
た
。
十
一
年
前

に
野
良
猫
で
あ
っ
た
ト
ラ
が
、
わ
が
家
の
軒
下

に
住
み
着
き
、
息
子
が
餌
を
与
え
た
の
を
機
に

家
族
の
一
員
と
な
っ
た
。
以
来
十
一
年
間
寝
食

を
共
に
し
た
（
？
）
猫
で
あ
る
。
居
る
べ
き
空

間
に
居
る
べ
き
は
ず
の
猫
が
い
な
い
の
は
、
や

は
り
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
。
静
か
に
ト
ラ

の
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
わ
が
家
に
は
も
う
一
匹
、
雄
の
猫

が
い
る
。
名
前
を
「
ポ
ポ
」
と
い
い
、
十
歳
に

な
る
シ
ャ
ム
猫
で
あ
る
。
生
ま
れ
て
ま
も
な
く

妻
が
知
人
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
猫
で
あ
る
。
す

で
に
ト
ラ
を
飼
っ
て
い
た
の
で
二
匹
は
喧
嘩
を

し
な
い
か
心
配
で
あ
っ
た
が
、
親
子
・
兄
弟
の

よ
う
に
仲
良
く
同
居
し
て
い
た
。

「
ポ
ポ
」
は
、
臆
病
で
用
心
深
く
、
人
に
抱

か
れ
る
の
を
嫌
が
る
猫
で
あ
る
。
食
事
を
要
求

す
る
時
以
外
は
あ
ま
り
鳴
く
こ
と
も
な
い
。
体

型
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
食
欲
の
な
か
っ

た
ト
ラ
の
食
べ
残
し
も
食
べ
た
た
め
で
あ
る
。

今
、
わ
が
家
は
ポ
ポ
の
天
下
で
あ
る
。

10月１日号は、嶋貫研一校長（関川中学校）に

バトンタッチ！

本 間 直 也先生
（関小学校 校長）

大
会
結
果

＊
敬
称
略

県
中
学
校
総
合

体
育
柔
道
大
会

▽
73
kg

第
７
位

高
橋
　
　
慧
（
２
年
・
大
石
）

北
信
越
中
学
校
総
合

体

育

柔

道

大

会

■
期
日

８
月
５
日

■
会
場

松
任
総
合
運
動
公
園
体

育
館
（
石
川
県
）

■
成
績

―
男
子
個
人
戦
―

▽
81
kg
級
　
第
５
位

近
　
賢
太
朗
（
３
年
・
宮
前
）

■
期
日

７
月
２５
・
２６
日

■
会
場

阿
賀
野
市
笹
神
体
育
館

■
成
績

―
男
子
個
人
戦
―

▽
81
kg
級
　
第
３
位

近
　
賢
太
朗
（
３
年
・
宮
前
）

※
北
信
越
大
会
出
場

第
５
回

新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
競
技
大
会

■
期
日

８
月
３
日

■
会
場

十
日
町
市
陸
上
競
技
場

■
成
績

▽
小
学
６
年
男
子
走
幅
跳

第
１
位
　
近
　
聖
太
（
宮
前
）

記
録
　
４
ｍ
５７
cm

▽
小
学
５
年
男
子
走
幅
跳

第
１
位
　
八
幡
俊
平（

八
ツ
口
）

記
録
　
３
ｍ
７４
cm

▽
小
学
５
年
男
子
一
五
〇
〇
�

第
４
位
　
渡
邉
光
太
（
上
関
）

記
録
　
５
分
４４
秒
６０

▽
小
学
４
年
男
子
一
〇
〇
�

第
７
位
　
平
田
英
鉄
（
小
見
）

記
録
　
１５
秒
５８

村
上
市
岩
船
郡
・
・

親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

中
学
生
野
球
大
会

■
期
日
　
８
月
３
・
４
日

■
会
場
　
村
上
市
朝
日
球
場

■
成
績

▽
優
勝
　
関
川
中
学
校
野
球
部 メ

ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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１６広報せきかわ　2008・９月号

� 豆乳は練りごまを加えてあたためる。

� �に水でふやかしたゼラチンと砂糖を加えて煮溶かす。

� �を型に入れ、冷やして固める。

� 器に三杯酢を入れ、上にごま豆腐をのせてわさびを飾る。

＊ 三杯酢はごまだれでもよい。

＊ 豆乳の代わりに、牛乳でもよい。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

豆乳を使って簡単に作ることが出来ます。冷

やして食べるので、さっぱりしていて、まるで

“スイーツ”の感覚。

子どものおやつにも、ぜひどうぞ。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５４

ご ま 豆 腐

作り方

材 料 （1人分）

・練りごま 10ｇ

・豆乳 100cc

・粉ゼラチン 2.5ｇ

幾
年
か
共
に
暮
ら
せ
し
孫
家
族
の
引
き
越
し
て
行
く

寂
し
さ
に
堪
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

汗
絞
り
二
畝
だ
け
を
残
し
た
り
声
も
出
で
ず
に
ひ
と

日
を
終
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

畦
道
を
覆
い
尽
く
せ
し
ク
ロ
ー
バ
ー
の
中
に
佇
み
思

い
出
を
摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

梅
雨
最
中
茶
席
の
床
に
生
け
ら
れ
し
山
紫
陽
花
の
藍

の
さ
や
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

・わさび 少々

・三杯酢 20cc

・砂糖 小さじ１

・
・
・
・
・
・
・
・

○ １ 

○ ２ ○ １ 

○ ２ ○ ３ 

○ ４ 

《今月のご紹介》

関川村食生活改善推進員の皆さん

（ ）

〔 〕

短
　
　
歌

朝
早
に
杉
山
登
り
て
作
業
す
る
農
夫
の
姿
ぢ
っ
　
　
高
橋
　
イ
ツ

と
見
上
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品
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広報せきかわ　2008・９月号１７
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

須 貝 時 一

習
性
と
は
知
ら
ず
直ナ

オ

そ
と
老
い
心
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

三
世
帯
見
猿

ミ

ザ
ル

・
聞キ

か
猿ザ

ル

老
い
の
武
器
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

鉢
の
木
を
習
い
し
昔
思
い
出
し
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

お
揃
い
の
小
鉢
に
盛
っ
た
盆
の
味
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

鉢
の
花
話
し
か
け
て
る
一
人
者
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

植
木
鉢
年
輪
重
ね
松
の
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

盆
踊
り
浴
衣
を
着
れ
ば
腰
も
延の

び
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

（
六
月
例
会
よ
り
）

ソ
ー
メ
ン
の
つ
る
り
と
逃
げ
る
老
い
の
箸
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

梅
雨
時
の
薄
日
に
そ
ろ
り
か
た
つ
む
り
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

一
人
る
す
楽
し
き
刻と

き

ぞ
メ
ロ
ン
食た

ぶ
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

友
逝
き
て
庭
の
白
菊
露
重
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

子
供
の
掌て

二
つ
三
つ
あ
り
蝉
の
殻
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

一
族
の
揃
う
法
要
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

梅
雨
小
降
り
読
書
半
ば
で
転う

た

た
寝ね

す
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

関

川

俳

句

の

会

作

品

茅
葺
職
人
と
し
て
新
潟
県
の
選

定
保
存
技
術
者
に
認
定
さ
れ
た
須

貝
時
一
は
、
関
川
村
高
田
に
大
正

十
一
年
七
月
一
日
須
貝
藤
左
エ
門

の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

川
北
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

後
同
じ
く
高
田
の
茅
葺
職
人
須
貝

冬
松
に
弟
子
入
り
し
て
修
行
を
積

み
、
更
に
桃
川
の
田
畠
八
十
八
の

指
導
を
受
け
た
。

昭
和
十
八
年
横
須
賀
市
久
里
浜

の
海
兵
団
に
入
隊
。
機
雷
学
校

（
後
に
対
潜
学
校
と
改
称
）
に
入

校
。
六
ケ
月
間
水
測
兵
の
訓
練
を

受
け
た
。
水
測
兵
の
任
務
は
、
海

中
に
音
波
を
発
射
し
て
、
そ
の
反

射
音
か
ら
相
手
の
潜
水
艦
や
障
害

物
な
ど
の
方
位
や
距
離
を
探
知
す

る
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
に
終
戦
と
な

っ
て
郷
里
に
帰
り
、
本
業
の
茅
葺

職
人
と
し
て
仕
事
に
専
念
し
た
。

昔
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
茅
葺
屋

根
で
、
毎
日
忙
し
く
休
む
暇
も
な

い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
職
人
に
な
り

た
て
の
頃
は
、
刈
り
込
み
が
う
ま

く
い
か
ず
親
方
や
先
輩
に
よ
く
怒

鳴
ら
れ
た
と
い
う
。

茅
葺
屋
根
の
ふ
き
替
え
作
業
は
、

ま
ず
屋
根
の
下
の
方
か
ら
古
く
な

っ
た
茅
を
抜
き
な
が
ら
新
し
い
も

の
を
差
し
て
ゆ
き
、
上
の
方
か
ら

表
面
を
刈
り
込
ん
で
い
く
と
い
う

工
程
で
行
わ
れ
る
。
決
ま
っ
た
図

面
等
が
な
い
た
め
長
年
の
経
験
と

勘
を
た
よ
り
に
行
う
。
中
で
も
角

の
形
を
整
え
る
こ
と
が
一
番
む
ず

か
し
く
、
こ
の
道
六
十
年
の
ベ
テ

ラ
ン
須
貝
時
一
で
も
納
得
で
き
る

形
に
仕
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
。

昭
和
四
十
二
年
の
羽
越
水
害
を

き
っ
か
け
に
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が

瓦
屋
根
に
変
わ
っ
た
た
め
に
仕
事

は
激
減
し
た
。
昔
は
村
内
だ
け
で

も
十
五
人
以
上
い
た
が
、
転
職
や

高
齢
の
た
め
廃
業
し
最
後
は
須
貝

時
一
一
人
と
な
っ
た
。

平
成
十
二
年
三
月
二
十
四
日
、

新
潟
県
は
須
貝
時
一
を
屋
根
葺

（
茅
葺
）
と
し
て
選
定
保
存
技
術

保
持
者
に
認
定
し
た
。

下
関
の
国
の
重
要
文
化
財
佐
藤

邸
や
県
指
定
文
化
財
津
野
邸
な
ど

の
茅
葺
屋
根
の
ふ
き
替
え
を
行
い

文
化
財
を
守
っ
て
き
た
。
そ
の
功

績
は
誠
に
大
き
い
。

茅
葺
屋
根
は
八
年
く
ら
い
は
も

つ
が
材
料
と
な
る
茅
も
今
で
は
少

な
く
な
り
、
細
く
て
芯
が
硬
い
良

質
の
茅
を
確
保
す
る
の
に
苦
労
し

た
と
い
う
。

佐
藤
邸
や
津
野
邸
の
仕
上
が
っ

た
屋
根
は
誠
に
美
し
く
正
に
芸
術

品
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
観
光
客

な
ど
か
ら
す
ば
ら
し
い
形
に
仕
上

が
り
ま
し
た
ね
と
褒
め
ら
れ
る
と

嬉
し
く
な
っ
て
晩
酌
は
格
別
う
ま

か
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。
晩
年
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
趣
味
と
し
て
熱

心
に
練
習
に
励
み
、
各
種
大
会
に

出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
四
日
八
十

一
歳
で
没
し
た
。

・
須
貝
家
の
系
図

藤
左
エ
門
―
時
一

―
猪
一
―
三
郁
子

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
習
性
」・「
鉢
」・「
雑
詠
」
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１８広報せきかわは、資源保護のため再生紙を使用しています。100

ネジバナ

ネジバナはラン科の多年草でモジズリとも呼
ばれ、北海道から九州、朝鮮、中国など分布域
は広範囲にわたっています。野生蘭には珍しく
日当たりを好み、芝生や土手、公園など生活圏
に近いところで普通に見られる花なので、野生
蘭として珍重するより、ちょっと綺麗な雑草と
感じている人が多いかもしれません。螺旋には
右巻きと左巻きがあり、数はほぼ同数といわれ
ています。
栽培方法 日当たりの良い土手に普
通に咲いていて、栽培に関しては特
別な注意がいらないほど強健に育ち
ますが、ラン科植物なので共生する
ラン菌がなければ育ちません。その
ため、種子の直播きではほとんど発
芽せず、ネジバナ単独での栽培は意
外と難しいです。他の山野草鉢など
に自然発芽したものを育てるのが簡
単な栽培のコツになります。変わり
花も報告されていて、荒川の河川敷
に多数咲いているので、休日などを
利用し、白花や斑入りなどの変化花
を探してみたら楽しいと思いますよ。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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いつも元気な陽大は、野球が大好き○そして、お兄ちゃんのことが

大好きな優心は、いつもお兄ちゃんの邪魔をして怒られてしまうけれ

どもニコニコ○そんな優心の笑顔を見て陽大も、いつのまにか“かわ

いいな～○”とニッコリ○いつまでも仲の良い兄弟でいてネ! !

●７月16日～８月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年７月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,067世帯（－３）
総 人 口　　6,928 人 （－８）
男 3,337 人 （－４）
女 3,591 人 （－４）

転入 7 人　　転出 12人
出生 5 人　　死亡 8 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

渡� 知子　さん ８１歳 小和田
小池　トシ　さん ８２歳 下　関
小島久太郎　さん １０１歳 下　関
三品昭一郎　さん ６９歳 湯　沢
五十嵐正太郎さん ８０歳 上川口
山口　リエ　さん ９２歳 辰田新
加藤五郎平　さん ９４歳 鮖　谷
山口　丈夫　さん ９１歳 上土沢
内山　　保　さん ７３歳 大　島
佐藤　秀夫　さん ７５歳 松　平
加藤　榮吉　さん ９２歳 鮖　谷

お誕生おめでとうございます

夏七子
か な こ

ちゃん（女） 下　関
米野　正樹・律 子 さん

芹　奈
せ り な

ちゃん（女） 上　関
渡邉　利彦・文 子 さん

夏　都
な つ と

ちゃん（男） 大　島
阿部　幸一・友 美 さん

幸　来
さ 　 き

ちゃん（女） 久　保
横山　友光・真志美さん

柚　葉
ゆ ず は

ちゃん（女） 下土沢
田村　　聖・春 菜 さん

�お盆を過ぎたあたりから、朝晩が急に涼
しくなりました。私も風邪を引いてしまい
高熱が…。皆さんも体調に気をつけてくだ
さい。�８月２９日から行われた「第２１回
えちごせきかわ大したもん蛇まつり」の様
子は、１０月１日号で紹介させていただき
ますのでお楽しみに。（つ）

▲

（� 橋　俊　篤 さん 上土沢
（荒　木）慶　子 さん（新潟市秋葉区）

す え な が く お 幸 せ に

｛

陽 大
あ き 　 ひ ろ

ちゃん（５歳）

優 心
ま な か

ちゃん（１歳）
船山大伸さん さおりさん（勝蔵）

▲


